
(57)【要約】

【課題】吸収冷凍機の吸収器における抽気装置を小型化

・高効率化した吸収冷凍機を提供する。

【解決手段】吐出ノズル３３と吸引管２０とを有する抽

気装置を吸収器内に設け、この吐出ノズル３３と吸引管

２０とを伝熱管に平行に配置して、吐出ノズル３３を、

溶液循環ポンプの吐出溶液の一部を導く流路に接続する

とともに、吸引管２０を溶液循環ポンプの吸入側に導く

流路に接続して、吸収器内の不凝縮ガスを抽気する。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
蒸 発 器 、 伝 熱 管 を 配 置 さ れ た 吸 収 器 、 凝 縮 器 、 再 生 器 、 溶 液 循 環 ポ ン プ を 接 続 し て 吸 収 冷
凍 サ イ ク ル を 構 成 し 、 溶 液 と 不 凝 縮 ガ ス と を 分 離 す る 気 液 分 離 器 を 備 え る 吸 収 冷 凍 機 に お
い て 、
吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 同 軸 上 に 有 す る 抽 気 装 置 を 前 記 吸 収 器 内 に 設 け 、
こ の 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 前 記 伝 熱 管 に 平 行 に 配 置 し て 、 前 記 吐 出 ノ ズ ル を 、 前 記 溶 液
循 環 ポ ン プ の 吐 出 溶 液 の 一 部 を 導 く 流 路 に 接 続 す る と と も に 、 前 記 吸 引 管 を 前 記 溶 液 循 環
ポ ン プ の 吸 入 側 に 導 く 流 路 に 接 続 し て 、 吸 収 器 内 の 不 凝 縮 ガ ス を 抽 気 す る こ と を 特 徴 と す
る 吸 収 冷 凍 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 吸 収 器 内 に お い て 、 前 記 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 同 軸 上 に 有 し た 抽 気 装 置 を 、 こ の 吐 出
ノ ズ ル の 同 軸 上 に 複 数 配 列 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 吸 収 冷 凍 機 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 吐 出 ノ ズ ル 内 に 溶 液 に 旋 回 流 を 与 え る 羽 根 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
吸 収 冷 凍 機 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 吸 引 管 の 直 線 部 を 、 吸 引 管 内 径 の ４ 倍 以 上 の 長 さ に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記
載 の 吸 収 冷 凍 機 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 溶 液 循 環 ポ ン プ の 吐 出 溶 液 の 一 部 を 蒸 発 器 内 で 冷 却 し た 後 、 前 記 抽 気 装 置 の 吐 出 ノ ズ
ル に 導 く こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 吸 収 冷 凍 機 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 吸 収 器 を 低 圧 吸 収 器 と 高 圧 吸 収 器 と で 構 成 し 、 前 記 低 圧 吸 収 器 内 に 抽 気 装 置 を 設 け る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 吸 収 冷 凍 機 。
【 請 求 項 ７ 】
蒸 発 器 、 伝 熱 管 を 配 置 さ れ た 吸 収 器 、 凝 縮 器 、 再 生 器 、 溶 液 循 環 ポ ン プ を 接 続 し て 吸 収 冷
凍 サ イ ク ル を 構 成 し 、 溶 液 に よ り 駆 動 さ れ る エ ゼ ク タ 、 溶 液 と 不 凝 縮 ガ ス と を 分 離 す る 気
液 分 離 器 、 不 凝 縮 ガ ス を 溜 め る 貯 気 タ ン ク 、 貯 気 タ ン ク に 接 続 す る 弁 、 水 に よ り 駆 動 す る
エ ゼ ク タ を 備 え る 吸 収 冷 凍 機 に お い て 、
吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 同 軸 上 に 有 す る 抽 気 装 置 を 前 記 吸 収 器 内 に 設 け 、
こ の 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 前 記 伝 熱 管 に 平 行 に 配 置 し て 、 前 記 吐 出 ノ ズ ル を 、 前 記 溶 液
循 環 ポ ン プ の 吐 出 溶 液 の 一 部 を 導 く 流 路 に 接 続 す る と と も に 、 前 記 吸 引 管 を 前 記 溶 液 循 環
ポ ン プ の 吸 入 側 に 導 く 流 路 に 接 続 し 、
前 記 溶 液 循 環 ポ ン プ の 吐 出 溶 液 の 一 部 を 導 い て 駆 動 す る エ ゼ ク タ を 設 け 、 こ の エ ゼ ク タ の
吸 引 部 を 前 記 凝 縮 器 に 接 続 す る と と も に 、 こ の エ ゼ ク タ の 溶 液 流 出 部 を 前 記 気 液 分 離 器 に
接 続 し 、
こ の 気 液 分 離 器 よ り 上 部 に 前 記 貯 気 タ ン ク を 配 置 し 、 こ の 気 液 分 離 器 の 気 相 部 と 貯 気 タ ン
ク を 接 続 す る と と も に 、 こ の 気 液 分 離 器 の 液 相 部 に 接 続 す る 配 管 を 所 定 の 高 さ ま で 立 ち 上
げ た 後 に 、 前 記 溶 液 循 環 ポ ン プ の 吸 入 側 も し く は 前 記 吸 収 器 に 接 続 し 、
前 記 貯 気 タ ン ク と 水 に よ り 駆 動 す る 前 記 エ ゼ ク タ の 吸 引 部 を 弁 を 介 し て 接 続 し 、 こ の エ ゼ
ク タ の 水 の 流 出 部 を 前 記 吸 収 冷 凍 機 の 外 部 に 開 放 し 、
前 記 吸 収 器 で 抽 気 し た 不 凝 縮 ガ ス を 前 記 溶 液 循 環 ポ ン プ に よ り 前 記 凝 縮 器 に 導 き 、 こ の 凝
縮 器 か ら 前 記 エ ゼ ク タ お よ び 気 液 分 離 器 を 通 じ て 貯 気 タ ン ク に 不 凝 縮 ガ ス を 導 き 、 前 記 エ
ゼ ク タ で 不 凝 縮 ガ ス を 外 部 に 放 出 す る こ と を 特 徴 と す る 吸 収 冷 凍 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ビ ル 等 の 空 調 設 備 の 熱 源 と し て 使 用 さ れ る 吸 収 冷 凍 機 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
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【 従 来 の 技 術 】
吸 収 冷 凍 機 に は 吸 収 液 と し て 、 一 般 に 臭 化 リ チ ウ ム 水 溶 液 が 使 用 さ れ て い る 。 臭 化 リ チ ウ
ム 水 溶 液 は 腐 食 性 が 強 い 溶 液 で あ る た め に 、 イ ン ヒ ビ タ ー （ 腐 食 抑 制 剤 ） が 加 え ら れ て い
る が 、 高 温 環 境 で は 特 に 腐 食 が 進 行 す る 。 吸 収 液 に よ る 腐 食 で は 、 吸 収 液 と 本 体 の 素 材 で
あ る 鉄 と の 反 応 か ら 水 素 ガ ス を 発 生 す る 。 ま た 、 吸 収 冷 凍 機 で は 、 機 器 全 体 が 大 気 圧 よ り
負 圧 で あ る た め 微 量 の 空 気 が 浸 入 す る 。 高 温 再 生 器 で 発 生 し た 水 素 ガ ス を 主 成 分 と す る 不
凝 縮 ガ ス は 、 冷 媒 蒸 気 と と も に ま ず 凝 縮 器 に 集 ま る 。 凝 縮 器 に 流 入 し た 冷 媒 蒸 気 は 伝 熱 管
の 表 面 に お い て 凝 縮 し 水 滴 と な っ て 落 下 す る が 、 不 凝 縮 ガ ス は 凝 縮 し な い た め 伝 熱 管 の 周
り に 滞 留 し 、 冷 媒 蒸 気 の 流 れ を 阻 害 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 一 部 の 不 凝 縮 ガ ス は 、 液 冷 媒 の 中 に 溶 け 込 ん で 蒸 発 器 に 送 ら れ る 。 蒸 発 器 内 で 開 放
さ れ た 不 凝 縮 ガ ス は 、 冷 媒 蒸 気 と と も に 吸 収 器 に 流 れ 込 む 。 吸 収 器 に お い て 、 冷 媒 蒸 気 は
吸 収 液 に 吸 収 さ れ る が 、 不 凝 縮 ガ ス は 吸 収 さ れ る こ と が な い た め 、 伝 熱 管 の 周 り に 滞 留 し
蓄 積 さ れ て 冷 媒 蒸 気 の 流 れ を 阻 み 熱 交 換 を 阻 害 す る 。 し た が っ て 、 不 凝 縮 ガ ス の 蓄 積 は 吸
収 冷 凍 機 の 冷 凍 性 能 を 低 下 さ せ る 。 こ の た め 、 不 凝 縮 ガ ス を 機 器 外 に 放 出 す る た め の 抽 気
装 置 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 、 抽 気 装 置 と し て 、 た と え ば 特 開 平 ７ － １ ２ ０ １ １ ０ 号 公 報 、 特 開 平 ９ － ２ ０ ３ ５ ６
８ 号 公 報 な ど に 開 示 さ れ る も の が あ り 、 吸 収 液 の 一 部 を 用 い て エ ゼ ク タ を 駆 動 し 、 冷 媒 蒸
気 と と も に 不 凝 縮 ガ ス を 抽 気 し て い る （ 従 来 技 術 １ ） 。
ま た 、 特 開 平 １ ０ － ８ ９ ８ １ ４ 号 公 報 、 特 開 平 １ ０ － ２ ９ ２ ９ ５ ９ 号 公 報 な ど に 記 載 さ れ
る よ う に 、 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 伝 熱 管 に 垂 直 に 配 置 し て 抽 気 す る 抽 気 装 置 も 知 ら れ て
い る （ 従 来 技 術 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 技 術 １ で 知 ら れ る よ う に 、 エ ゼ ク タ を 用 い て 吸 収 器 の 抽 気 を 行 う も の で は 、 抽 気
す る ガ ス を 吸 収 器 か ら エ ゼ ク タ に 導 く 抽 気 配 管 が 必 要 と な る 。 不 凝 縮 ガ ス を 抽 気 す る に は
冷 媒 蒸 気 と と も に 不 凝 縮 ガ ス を 吸 引 す る こ と に な る た め 、 抽 気 配 管 に は 不 凝 縮 ガ ス の 何 倍
も の 冷 媒 蒸 気 が 流 れ る 。 そ の た め 、 抽 気 配 管 に は 流 動 抵 抗 が 生 じ 、 吸 収 器 と エ ゼ ク タ と の
間 に は 大 き な 圧 力 損 失 が 生 じ る 。 吸 収 器 は 、 通 常 １ ／ １ ０ ０ 気 圧 程 度 の 真 空 で あ る た め 、
そ こ よ り 低 圧 の 環 境 を 作 り 出 し て ガ ス を 吸 引 す る 抽 気 装 置 に と っ て は 、 抽 気 配 管 の 圧 力 損
失 は 大 き な 効 率 低 下 の 要 因 と な る 。 ま た 、 吸 収 器 の 外 側 に 備 え ら れ る エ ゼ ク タ は そ れ 自 体
が 大 き な 空 間 を 占 め る 。
ま た 従 来 技 術 ２ で は 、 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 伝 熱 管 に 垂 直 に 配 置 す る 構 成 で あ る た め 、
吸 収 器 内 の 上 下 の 部 分 に お い て 伝 熱 管 が 障 害 と な り 、 し た が っ て 障 害 部 分 の 空 間 に お い て
伝 熱 管 を 配 置 す る こ と が で き な く な る 、 と い う こ と に 対 し て 配 慮 さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 抽 気 装 置 の 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 吸 収 器 も し く は 凝 縮 器 内 に お い て 伝
熱 管 と 平 行 に 配 置 す る こ と に よ っ て 障 害 と な る 伝 熱 管 を 減 ら し 、 こ れ に よ っ て 省 ス ペ ー ス
化 し 、 小 型 化 し た 吸 収 冷 凍 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
ま た 本 発 明 の 目 的 は 、 不 凝 縮 ガ ス を 抽 気 す る 抽 気 作 用 を 吸 収 器 内 で 行 い 、 抽 気 配 管 を 不 要
に し 圧 力 損 失 を な く し て 抽 気 効 率 の 向 上 を 図 り 、 小 型 化 す る こ と が で き る 吸 収 冷 凍 機 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 吸 収 冷 凍 機 は 、 蒸 発 器 、 伝 熱 管 を 配 置 さ れ た 吸
収 器 、 凝 縮 器 、 再 生 器 、 溶 液 循 環 ポ ン プ を 接 続 し て 吸 収 冷 凍 サ イ ク ル を 構 成 し 、 溶 液 と 不
凝 縮 ガ ス と を 分 離 す る 気 液 分 離 器 を 備 え る 吸 収 冷 凍 機 に お い て 、 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を
有 す る 抽 気 装 置 を 前 記 吸 収 器 内 に 設 け 、 こ の 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 前 記 伝 熱 管 に 平 行 に
配 置 し て 、 前 記 吐 出 ノ ズ ル を 、 前 記 溶 液 循 環 ポ ン プ の 吐 出 溶 液 の 一 部 を 導 く 流 路 に 接 続 す
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る と と も に 、 前 記 吸 引 管 を 前 記 溶 液 循 環 ポ ン プ の 吸 入 側 に 導 く 流 路 に 接 続 し て 、 吸 収 器 内
の 不 凝 縮 ガ ス を 抽 気 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
抽 気 装 置 の 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 吸 収 器 も し く は 凝 縮 器 内 に お い て 伝 熱 管 と 平 行 に 配 置
す る こ と に よ っ て 障 害 と な る 伝 熱 管 が 減 り 、 こ れ に よ っ て 省 ス ペ ー ス 化 さ れ 、 吸 収 冷 凍 機
を 小 型 化 す る こ と が で き る 。 不 凝 縮 ガ ス を 抽 気 す る 抽 気 作 用 を 吸 収 器 内 で 行 い 、 抽 気 配 管
を 不 要 に し 圧 力 損 失 を な く す こ と に よ っ て 抽 気 効 率 の 向 上 が 図 ら れ 、 吸 収 冷 凍 機 が 小 型 化
す る 。
よ り 詳 し く は 、 前 記 吐 出 ノ ズ ル 内 に 溶 液 に 旋 回 流 を 与 え る 羽 根 を 設 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 記 溶 液 循 環 ポ ン プ の 吐 出 溶 液 を 冷 却 し た 後 、 前 記 抽 気 装 置 の 吐 出 ノ ズ ル に 導 く と
、 さ ら に 抽 気 効 率 の 向 上 が 図 れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 吸 収 冷 凍 機 の 他 の 発 明 は 、 蒸 発 器 、 伝 熱 管 を 配
置 さ れ た 吸 収 器 、 凝 縮 器 、 再 生 器 、 溶 液 循 環 ポ ン プ を 接 続 し て 吸 収 冷 凍 サ イ ク ル を 構 成 す
る 吸 収 冷 凍 機 に お い て 、 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 有 す る 抽 気 装 置 を 前 記 吸 収 器 内 に 設 け 、
こ の 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 前 記 伝 熱 管 に 平 行 に 配 置 し て 、 前 記 吐 出 ノ ズ ル を 、 前 記 溶 液
循 環 ポ ン プ の 吐 出 溶 液 の 一 部 を 蒸 発 器 内 で 冷 却 し た 後 に 導 く 流 路 に 接 続 す る と と も に 、 前
記 吸 引 管 を 前 記 溶 液 循 環 ポ ン プ の 吸 入 側 に 導 く 流 路 に 接 続 し 、 吸 収 器 内 の 不 凝 縮 ガ ス を 抽
気 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 吸 収 冷 凍 機 に 係 る 第 １ の 実 施 例 の 系 統 図 で 、 吸 収 液 に 臭 化 リ チ ウ ム 水 溶
液 を 使 用 す る 例 で あ る 。
吸 収 冷 凍 機 は 、 蒸 発 器 １ 、 吸 収 器 ２ 、 凝 縮 器 ３ 、 低 温 再 生 器 ４ 、 高 温 再 生 器 ５ 、 溶 液 循 環
ポ ン プ ７ を 主 な 構 成 機 器 と し て 二 重 効 用 サ イ ク ル を 構 成 す る 。 そ の 他 、 冷 媒 で あ る 水 を 循
環 さ せ 散 布 す る た め の 冷 媒 ポ ン プ ６ 、 溶 液 同 士 で 熱 交 換 さ せ る 低 温 熱 交 換 器 ８ 及 び 高 温 熱
交 換 器 ９ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
蒸 発 器 １ に は 伝 熱 管 １ ０ が 配 置 さ れ 、 管 内 側 に 冷 水 を 流 し 、 管 外 側 に 冷 媒 が 散 布 さ れ る 。
蒸 発 器 １ 及 び 吸 収 器 ２ は 、 ほ ぼ 同 程 度 の １ ／ １ ０ ０ 気 圧 程 度 の 圧 力 で あ り 、 蒸 発 器 １ は 低
圧 で あ る こ と か ら 冷 媒 が 蒸 発 す る 。 こ の 時 の 蒸 発 潜 熱 を 伝 熱 管 １ ０ 内 の 冷 水 か ら 奪 う こ と
で 冷 水 は よ り 低 温 と な る 。 蒸 発 器 １ で 蒸 発 し た 冷 媒 は 吸 収 器 ２ へ 流 入 し 、 吸 収 器 ２ 内 で 散
布 さ れ る 溶 液 に よ っ て 吸 収 さ れ る 。 吸 収 器 ２ に は 伝 熱 管 １ １ が 配 置 さ れ 、 管 内 側 に 冷 却 水
を 流 し 、 管 外 側 に 吸 収 液 を 散 布 し て い る 。 吸 収 液 が 冷 媒 蒸 気 を 吸 収 す る 時 に 生 じ る 凝 縮 潜
熱 を 冷 却 水 が 奪 う こ と に よ り 吸 収 器 ２ で の 吸 収 作 用 が 進 行 す る 。 冷 媒 を 吸 収 し て 濃 度 が 低
下 し た 吸 収 液 は 溶 液 循 環 ポ ン プ ７ で 加 圧 さ れ 、 ま ず 低 温 熱 交 換 器 ８ に 流 れ る 。 低 温 熱 交 換
器 ８ で は 再 生 器 ５ か ら 戻 っ て く る 高 濃 度 の 溶 液 と 熱 交 換 し 、 低 濃 度 の 溶 液 は 温 度 が 上 昇 す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 例 は 、 低 温 熱 交 換 器 ８ を 出 て 温 度 が 上 昇 し た 低 濃 度 の 溶 液 を 分 岐 さ せ 、 一 方 を 低 温
再 生 器 ４ 、 他 方 を 高 温 再 生 器 ５ 側 に 送 る 、 い わ ゆ る パ ラ レ ル フ ロ ー を 用 い た 二 重 効 用 サ イ
ク ル を 示 し て い る 。 高 温 再 生 器 ５ に 送 ら れ る 溶 液 は ま ず 、 高 温 熱 交 換 器 ９ を 通 る 。 こ こ で
は 高 温 再 生 器 ５ か ら 戻 っ て く る 溶 液 と 熱 交 換 し 、 さ ら に 温 度 が 上 昇 す る 。 こ の 温 度 が 上 昇
し た 低 濃 度 の 溶 液 を 高 温 再 生 器 ５ で 加 熱 す る こ と で 、 溶 液 か ら 冷 媒 を 蒸 発 さ せ る 。 高 温 再
生 器 ５ で は 、 燃 料 （ た と え ば 燃 料 ガ ス ） を 用 い た 燃 焼 熱 や 、 ボ イ ラ ー で 生 成 し た 蒸 気 、 そ
の 他 の 設 備 で 生 じ る 廃 熱 な ど を 熱 源 に 用 い る こ と で 加 熱 す る 。 高 温 再 生 器 ５ で 生 じ た 冷 媒
蒸 気 は 低 温 再 生 器 ４ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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高 温 再 生 器 ５ で 、 冷 媒 を 蒸 発 さ せ て 濃 度 の 上 昇 し た 溶 液 は 高 温 熱 交 換 器 ９ に 戻 り 、 こ こ で
高 温 再 生 器 ５ へ 流 れ る 低 濃 度 の 溶 液 と 熱 交 換 し て 温 度 が 低 下 す る 。 高 温 熱 交 換 器 ９ を 出 た
高 濃 度 の 溶 液 は 低 温 再 生 器 ４ か ら 戻 っ て く る 溶 液 と 合 流 し て 低 温 熱 交 換 器 ８ に 送 ら れ る 。
低 温 再 生 器 ４ に は 伝 熱 管 １ ３ が 配 置 さ れ 、 管 内 側 に 高 温 再 生 器 ５ で 生 じ た 冷 媒 蒸 気 を 流 し
、 管 外 側 に 吸 収 液 が 散 布 さ れ る 。 低 温 再 生 器 ４ に 送 ら れ た 低 濃 度 の 溶 液 は 、 伝 熱 管 １ ３ で
加 熱 さ れ て 冷 媒 蒸 気 を 蒸 発 さ せ る 。 冷 媒 を 蒸 発 さ せ て 濃 度 の 上 昇 し た 溶 液 は 、 低 温 再 生 器
４ を で て 高 温 再 生 器 ５ か ら の 戻 り の 溶 液 と 合 流 す る 。 合 流 し た 高 濃 度 の 溶 液 を 低 温 熱 交 換
器 ８ に 送 る に あ た っ て は 、 溶 液 ポ ン プ を 使 用 す る こ と も あ る が 、 本 実 施 例 で は 省 略 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
低 濃 度 の 溶 液 と 熱 交 換 器 し て 温 度 低 下 し た 高 濃 度 の 溶 液 は 、 吸 収 器 ２ に 送 ら れ 吸 収 液 と し
て 再 使 用 さ れ る 。 高 温 再 生 器 ５ で 生 成 さ れ た 冷 媒 蒸 気 は 、 低 温 再 生 器 ４ の 伝 熱 管 １ ３ で 溶
液 に 熱 を 与 え て 管 内 で 凝 縮 し 、 凝 縮 し た 冷 媒 は 凝 縮 器 ３ に 送 ら れ る 。 低 温 再 生 器 ４ の 管 外
で 蒸 発 し て 生 成 さ れ た 冷 媒 蒸 気 も 凝 縮 器 ３ に 送 ら れ る 。 凝 縮 器 ３ に は 伝 熱 管 １ ２ が 配 置 さ
れ 、 管 内 側 に 冷 却 水 を 流 し 、 管 外 側 で 冷 媒 蒸 気 を 冷 却 し 、 冷 媒 蒸 気 を 凝 縮 さ せ て い る 。 凝
縮 器 ３ で 生 成 さ れ た 液 冷 媒 は 配 管 ３ ５ に よ っ て 蒸 発 器 １ に 送 ら れ る こ と で １ サ イ ク ル が 終
了 し 、 以 下 こ の サ イ ク ル が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
吸 収 器 ２ 内 に 滞 留 す る 不 凝 縮 ガ ス を 抽 気 す る た め 、 抽 気 装 置 １ ４ が 吸 収 器 ２ 内 に 設 け ら れ
て い る （ 本 実 施 例 で は 、 １ 個 の 例 で あ る が 、 た と え ば ２ 個 で あ っ て も よ い ） 。 抽 気 装 置 １
４ は 、 溶 液 循 環 ポ ン プ ７ で 加 圧 さ れ た 吐 出 側 溶 液 の 一 部 を 分 岐 さ せ 、 配 管 （ も し く は 流 路
） １ ９ で 送 ら れ て く る 溶 液 を 駆 動 流 体 と し て 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ は 、 抽 気 装 置 の 断 面 図 、 図 ３ は 、 抽 気 装 置 の 要 部 斜 視 図 で あ る 。 配 管 １ ９ に 吐 出 ノ ズ
ル ３ ３ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 吐 出 ノ ズ ル ３ ３ 内 に は 旋 回 羽 根 ３ ３ ａ が 形 成 さ れ て 吐
出 溶 液 に 旋 回 流 を 与 え 、 溶 液 と 不 凝 縮 ガ ス と の 混 合 を 促 進 し 、 抽 気 効 率 を 向 上 さ せ る 作 用
を し て い る 。 吐 出 ノ ズ ル ３ ３ の 吐 出 口 ３ ３ ｂ に 対 向 し て 吸 引 管 ２ ０ が 配 置 さ れ 、 か つ 吐 出
ノ ズ ル ３ ３ と 吸 引 管 ２ ０ と は 伝 熱 管 １ １ と 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 吐 出 ノ ズ ル ３ ３ と 吸 引
管 ２ ０ と を 、 伝 熱 管 １ １ に 平 行 に 配 置 す る こ と に よ っ て 抽 気 装 置 １ ４ と 伝 熱 管 １ １ と の 配
置 上 の 干 渉 部 分 が 少 な く な り 、 伝 熱 管 を 垂 直 に 配 置 す る 場 合 に 比 較 し て 伝 熱 管 １ １ を 、 よ
り 多 く 配 置 す る こ と が で き 、 熱 交 換 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。 も し く は 、 同 等 の 熱 交 換
量 を 得 る 場 合 に は 、 吸 収 器 ２ を 省 ス ペ ー ス 化 で き る 。 溶 液 を 伝 熱 管 １ １ と 平 行 な 方 向 に 噴
射 す る こ と で 、 冷 媒 蒸 気 と と も に 不 凝 縮 ガ ス を 吸 引 管 ２ ０ に よ っ て 吸 引 し 、 抽 気 作 用 を 行
う 。 こ の 吸 引 管 ２ ０ の 内 径 は 吐 出 口 ３ ３ ｂ の 内 径 よ り 大 き く す る 。 す な わ ち 吐 出 ノ ズ ル ノ
ズ ル ３ ３ の 内 径 を 小 さ く す る こ と に よ っ て 噴 射 流 速 を 増 加 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ っ
て 吸 引 作 用 が 、 よ り 効 果 的 に 行 わ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
配 管 １ ９ に よ っ て 送 ら れ た 溶 液 は 、 吐 出 ノ ズ ル ３ ３ に よ っ て 噴 射 さ れ 、 旋 回 流 と な っ て 吐
出 ノ ズ ル ３ ３ の 周 囲 に あ る 冷 媒 蒸 気 と と も に 不 凝 縮 ガ ス を 抽 気 し て （ 実 線 矢 印 で 示 す ） 配
管 ２ ０ に 吸 引 さ れ る 。 吐 出 ノ ズ ル ３ ３ か ら 噴 射 さ れ た 溶 液 が 不 凝 縮 ガ ス を 取 り 込 た め に は
、 噴 射 さ れ た 溶 液 と 不 凝 縮 ガ ス と が 十 分 に 混 じ り 合 っ て 流 れ る こ と が 必 要 で あ り 、 こ の 混
合 は 配 管 ２ ０ 内 で 行 わ れ る 。 そ の た め 、 配 管 ２ ０ の 直 線 部 （ Ｌ ） は そ の 流 入 口 か ら 内 径 （
Ｒ ） の 概 ね ４ 倍 以 上 の 長 さ に す る こ と が 好 ま し い （ す な わ ち Ｌ ＞ ４ Ｒ ） 。 Ｌ ＜ ４ Ｒ で あ る
と 、 溶 液 と 不 凝 縮 ガ ス と の 混 合 作 用 が 低 下 し て 、 不 凝 縮 ガ ス が 配 管 ２ ０ 内 に 取 り 込 ま れ ず
、 抽 気 効 率 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に 戻 っ て 、 不 凝 縮 ガ ス を 取 り 込 ん だ 溶 液 は 、 溶 液 循 環 ポ ン プ ７ の 吸 い 込 み 側 配 管 ２ ０
に 送 ら れ る 。 吸 収 器 ２ で 抽 気 さ れ た 不 凝 縮 ガ ス は 、 吸 収 器 ２ を 出 た 溶 液 と と も に 溶 液 循 環
ポ ン プ ７ で 加 圧 さ れ 、 溶 液 の 循 環 サ イ ク ル で 運 ば れ る 。 溶 液 に よ っ て 運 ば れ た 不 凝 縮 ガ ス
は 、 低 温 再 生 器 ４ 及 び 高 温 再 生 器 ５ で 溶 液 が 冷 媒 蒸 気 を 蒸 発 さ せ る の と 同 時 に 放 出 さ れ る
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。 低 温 再 生 器 ４ で 放 出 さ れ た 不 凝 縮 ガ ス は 、 冷 媒 蒸 気 と と も に 凝 縮 器 ３ に 流 れ 込 み 、 高 温
再 生 器 ５ で 放 出 さ れ た 不 凝 縮 ガ ス は 冷 媒 蒸 気 と と も に 低 温 再 生 器 ４ を 通 り 、 凝 縮 器 ３ に 流
れ 込 む 。 凝 縮 器 ３ に 集 め ら れ た 不 凝 縮 ガ ス は 、 凝 縮 器 ３ に 接 続 さ れ た 抽 気 装 置 １ ５ に よ っ
て 抽 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
抽 気 装 置 １ ５ の 具 体 的 手 段 と し て 、 本 実 施 例 で は 溶 液 駆 動 の エ ゼ ク タ を 用 い て い る 。 溶 液
循 環 ポ ン プ ７ の 吐 出 溶 液 の 一 部 を 配 管 ２ １ で エ ゼ ク タ に 導 い て エ ゼ ク タ を 駆 動 し 、 冷 媒 蒸
気 と と も に 不 凝 縮 ガ ス を 抽 気 す る 。 抽 気 し た 溶 液 は 、 配 管 ２ ２ 内 で 冷 媒 蒸 気 を 吸 収 す る 。
配 管 ２ ２ は 気 液 分 離 器 １ ６ に 接 続 さ れ て お り 、 不 凝 縮 ガ ス と 混 合 し た 溶 液 は 気 液 分 離 器 １
６ に 導 か れ る 。 こ こ で 不 凝 縮 ガ ス と 溶 液 と は 分 離 さ れ 、 溶 液 は そ の 滞 留 部 と 溶 液 循 環 ポ ン
プ ７ の 吸 い 込 み 側 と を 接 続 す る 配 管 ２ ３ を 流 れ 、 溶 液 循 環 ポ ン プ ７ の 吸 い 込 み 側 配 管 に 戻
さ れ る 。 気 液 分 離 器 １ ６ で 分 離 さ れ た 不 凝 縮 ガ ス は 、 配 管 ２ ５ を 流 れ て 貯 気 タ ン ク １ ７ に
導 か れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
貯 気 タ ン ク １ ７ の 限 ら れ た 容 積 で 効 率 よ く 不 凝 縮 ガ ス を 貯 蔵 す る に は 、 不 凝 縮 ガ ス を 加 圧
で き る こ と が 好 ま し い 。 気 液 分 離 器 １ ６ を 吸 収 器 ２ よ り 高 圧 に 保 ち 、 貯 気 タ ン ク １ ７ の 不
凝 縮 ガ ス を 加 圧 す る た め に 、 気 液 分 離 器 １ ６ か ら 溶 液 を 溶 液 循 環 ポ ン プ ７ の 吸 い 込 み 側 に
戻 す 際 、 戻 り 配 管 ２ ３ を 所 定 の 高 さ （ 高 さ は 、 不 凝 縮 ガ ス の 加 圧 程 度 に 応 じ て 異 な る ） ま
で 立 ち 上 げ 、 立 ち 上 げ た 最 上 部 に 配 管 ２ ４ を 接 続 し て 吸 収 器 ２ の 気 相 部 と 連 通 さ せ 、 配 管
２ ３ の 最 上 部 を 吸 収 器 ２ と 均 圧 化 す る 。 そ の 上 で 戻 り 配 管 ２ ３ を 降 ろ し て 溶 液 循 環 ポ ン プ
７ の 吸 い 込 み 側 に 接 続 す る 。 こ の よ う な 構 成 に す る こ と で 、 戻 り 配 管 ２ ３ の 最 上 部 と 気 液
分 離 器 １ ６ と の 高 さ の 差 分 の 液 圧 が 気 液 分 離 器 １ ６ に か か る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
気 液 分 離 器 １ ６ が 加 圧 さ れ と 不 凝 縮 ガ ス に も 等 し い 圧 が か か り 、 貯 気 タ ン ク １ ７ 内 の 不 凝
縮 ガ ス が 圧 縮 さ れ る 。 貯 気 タ ン ク １ ７ に あ る 程 度 不 凝 縮 ガ ス が 貯 ま る と 、 水 駆 動 の エ ゼ ク
タ １ ８ を 働 か せ 不 凝 縮 ガ ス を 大 気 に 排 出 す る 。 た だ し 通 常 は 、 貯 気 タ ン ク １ ７ と エ ゼ ク タ
１ ８ と の 間 の 配 管 ２ ６ に 設 け た 弁 ２ ７ を 閉 じ て お き 、 エ ゼ ク タ １ ８ は 作 動 さ せ な い 。 弁 ２
７ に は 、 た と え ば 、 エ ゼ ク タ １ ８ を 作 動 さ せ る 時 の み 開 放 す る よ う に 制 御 さ れ た 電 磁 弁 を
用 い 、 安 全 の た め に ２ 個 直 列 に 用 い る と よ い 。 ま た 、 同 時 に 弁 ２ ７ に は 逆 止 弁 も 併 用 し て
、 空 気 が 器 内 に 流 入 し て こ な い よ う 二 重 に 防 止 し て お く 。 エ ゼ ク タ １ ８ の 駆 動 に は 、 蒸 発
器 １ に 流 す 冷 水 を 用 い る の が 手 近 に あ る 駆 動 源 と し て よ い 。 冷 水 を エ ゼ ク タ １ ８ に 導 く 配
管 ２ ８ に は 弁 ２ ９ を 設 け 、 通 常 は 閉 鎖 し て お く 。 貯 気 タ ン ク １ ７ に 不 凝 縮 ガ ス が 貯 ま り 、
ガ ス を 排 出 す る 必 要 が 生 じ た 時 の み エ ゼ ク タ を 作 動 さ せ る た め 、 弁 ２ ９ に は 電 磁 弁 を 用 い
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 実 施 例 に よ れ ば 、 吸 収 装 置 の 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 、 伝 熱 管 に 平 行 に 配 置 す る こ と に
よ っ て 、 抽 気 装 置 と 伝 熱 管 と の 配 置 上 の 干 渉 部 分 が 少 な く な り 、 伝 熱 管 を 垂 直 に 配 置 す る
場 合 に 比 較 し て 伝 熱 管 を 、 よ り 多 く 配 置 す る こ と が で き 、 熱 交 換 効 率 を 高 め る こ と が で き
る 。 も し く は 、 同 等 の 熱 交 換 量 を 得 る 場 合 に は 、 吸 収 器 を 省 ス ペ ー ス 化 し 、 吸 収 冷 凍 機 を
小 型 化 で き る 。
ま た 、 不 凝 縮 ガ ス を 抽 気 す る 抽 気 作 用 を 吸 収 器 内 で 行 い 、 抽 気 配 管 を 不 要 に す る こ と に よ
っ て 圧 力 損 失 を な く し 、 こ れ に よ っ て 抽 気 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 吸 収 冷 凍 機 に 係 る 第 ２ の 実 施 例 の 系 統 図 で あ る 。 図 １ と 同 等 部 分 に は 同
一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 部 分 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 例 は 、 溶 液 循 環 ポ ン プ ７ か ら 抽 気 装 置 １ ４ の 吐 出 ノ ズ ル ３ ３ に 溶 液 を 送 る 配 管 ３ １
を 、 吐 出 ノ ズ ル ３ ３ に 接 続 す る 前 に 、 蒸 発 器 １ の 冷 媒 の 滞 留 部 に 通 し て い る こ と で あ る 。
抽 気 に 用 い る 溶 液 を 、 温 度 の 低 い 蒸 発 器 １ の 冷 媒 滞 留 部 に 通 す こ と に よ っ て 、 溶 液 を 冷 却
す る こ と が で き る 。 溶 液 の 噴 射 に よ っ て 不 凝 縮 ガ ス を 吸 引 す る 場 合 、 吸 引 す る 空 間 す な わ
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ち 抽 気 装 置 １ ４ 内 は 溶 液 の 飽 和 圧 以 下 に は 低 下 す る こ と が な い た め 、 溶 液 の 飽 和 圧 が 高 い
場 合 は 効 率 的 な 抽 気 を 望 め な い 。 溶 液 は 温 度 を 下 げ る こ と に よ り 飽 和 圧 を 下 げ る こ と が で
き る た め 、 抽 気 溶 液 の 冷 却 は 抽 気 効 率 の 向 上 に つ な が る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
抽 気 溶 液 の 冷 却 手 段 と し て は 上 記 以 外 に も 冷 却 水 を 用 い る 方 法 、 冷 水 を 用 い る 方 法 が あ る
。 本 実 施 例 の よ う に 冷 媒 を 冷 熱 源 に 用 い る 場 合 に お い て も 、 溶 液 配 管 ３ １ を 蒸 発 器 １ の 内
部 に 通 し て 直 接 配 管 と 冷 媒 と を 接 触 さ せ て 冷 却 す る 方 法 と 、 溶 液 配 管 ３ １ を 蒸 発 器 １ の 壁
に 接 触 さ せ て 、 間 接 的 に 冷 却 す る 方 法 と が あ る が 、 い ず れ の 方 法 に よ っ て も 有 効 に 冷 却 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 蒸 発 器 及 び 吸 収 器 を ２ 段 構 成 に し て 、 低 圧 の 蒸 発 ・ 吸 収 器 及 び 高 圧 の 蒸 発 ・ 吸 収 器
を 構 成 す る 場 合 、 抽 気 の た め の 溶 液 を 冷 却 す る こ と で 抽 気 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。 蒸
発 器 及 び 吸 収 器 を ２ 段 構 成 に し た 場 合 、 低 圧 側 の 吸 収 器 に よ り 不 凝 縮 ガ ス が 集 ま り 易 く な
る た め 、 抽 気 装 置 を 低 圧 側 の 吸 収 器 に 設 け る こ と で 抽 気 を 効 果 的 に 行 え る よ う に な る 。 し
か し 、 溶 液 は 高 圧 側 の 吸 収 器 で も 吸 収 を 行 い 、 濃 度 が 低 下 し た 溶 液 に な っ て い る た め 、 溶
液 温 度 に 対 す る 飽 和 圧 力 は 上 昇 し て い る 。 こ の た め 、 こ の 溶 液 を 抽 気 に 用 い た 場 合 の 抽 気
能 力 は 低 い 。 よ っ て 、 溶 液 を 冷 却 し て 飽 和 圧 力 を 下 げ た う え で 抽 気 に 用 い る こ と で 、 効 率
の よ い 抽 気 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 気 液 分 離 器 １ ６ か ら の 溶 液 戻 り 配 管 ３ ２ を 吸 収 器 ２ に 接 続 し て い る こ と で あ る 。 こ
の 場 合 、 配 管 ３ ２ と 吸 収 器 ２ と の 接 続 場 所 は 気 相 部 で あ っ て 、 気 液 分 離 器 １ ６ に 液 圧 を か
け る た め に 、 配 管 ３ ２ を 所 定 の 高 さ の 位 置 に 接 続 し て い る 。 こ れ に よ り 、 配 管 を 簡 略 化 す
る こ と が で き る 。
本 実 施 例 に よ れ ば 、 抽 気 の た め の 溶 液 を 冷 却 す る こ と で 抽 気 効 果 を 高 め る こ と が で き 、 ま
た 配 管 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 吸 収 冷 凍 機 に 係 る 第 ３ の 実 施 例 の 系 統 図 で あ る 。 図 １ 、 ２ と 同 等 部 分 に
は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 部 分 に つ い て の み 説 明 す る 。 図 １ 、 ２ の 実 施 例
と の 違 い は 、 凝 縮 器 ３ の 抽 気 を 抽 気 装 置 ３ ３ で 行 う こ と で あ る 。 抽 気 装 置 ３ ３ の 構 造 は 、
図 ２ に 示 す 抽 気 装 置 と 同 構 造 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 実 施 例 に よ れ ば 、 凝 縮 器 の 抽 気 を 図 ２ に 示 す 抽 気 装 置 を 用 い る こ と に よ っ て 、 凝 縮 器 の
省 ス ペ ー ス 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 抽 気 装 置 の 吐 出 ノ ズ ル と 吸 引 管 と を 吸 収 器 も し く は
凝 縮 器 内 に お い て 伝 熱 管 と 平 行 に 配 置 す る こ と に よ っ て 省 ス ペ ー ス 化 し 、 小 型 化 し た 吸 収
冷 凍 機 を 得 る こ と が で き る 。
ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 不 凝 縮 ガ ス を 抽 気 す る 抽 気 作 用 を 吸 収 器 内 で 行 い 、 抽 気 配 管 を 不 要
に し 圧 力 損 失 を な く す こ と に よ っ て 抽 気 効 率 の 向 上 を 図 り 、 小 型 化 し た 吸 収 冷 凍 機 を 得 る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 吸 収 冷 凍 機 に 係 る 第 １ の 実 施 例 の 系 統 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 実 施 例 に お け る 抽 気 装 置 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 実 施 例 に お け る 抽 気 装 置 の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 吸 収 冷 凍 機 に 係 る 第 ２ の 実 施 例 の 系 統 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 吸 収 冷 凍 機 に 係 る 第 ３ の 実 施 例 の 系 統 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 蒸 発 器
２ 　 吸 収 器
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３ 　 凝 縮 器
４ 　 低 温 再 生 器
５ 　 高 温 再 生 器
７ 　 溶 液 循 環 ポ ン プ
１ ０ ～ １ ３ 　 伝 熱 管
１ ４ 　 抽 気 装 置
１ ５ 　 溶 液 駆 動 エ ゼ ク タ
１ ６ 　 気 液 分 離 器
１ ７ 　 貯 気 タ ン ク
１ ８ 　 水 駆 動 エ ゼ ク タ
３ ３ 　 ノ ズ ル
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(8) JP 2004-19986 A 2004.1.22



【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(9) JP 2004-19986 A 2004.1.22



フロントページの続き

(74)代理人  100086656
            弁理士　田中　恭助
(72)発明者  西岡　明
            茨城県土浦市神立町６０３番地　株式会社日立製作所産業機械システム事業部内
(72)発明者  三宅　聡
            茨城県土浦市神立町６０３番地　株式会社日立製作所産業機械システム事業部内
(72)発明者  持田　正
            東京都港区海岸一丁目５番２０号　東京瓦斯株式会社内
(72)発明者  山田　研治
            大阪府大阪市此花区北港白津１丁目１番３号　大阪瓦斯株式会社内
(72)発明者  小沢　裕治
            愛知県東海市新宝町５０７番地の２　東邦瓦斯株式会社内

(10) JP 2004-19986 A 2004.1.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

